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2023年度第4回業界横断EDIタスクフォース 議事録




　
 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2024年2月14日（水）13:30～15:00
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　清友　大造
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　何　スカーレット　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
特別会員    遠城　秀和  　ITコンサルタント
幹事会員　　香坂　真人　　株式会社JSOL
正　会員　　岡村　俊也　　株式会社グローバルワイズ
正　会員　　佐合　翔平　　株式会社グローバルワイズ

正　会員　　小黒　京　　　富士通Japan株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
賛助会員    川内　晟宏　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員    野田　和巳　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　笠原　浩平　　石油化学工業協会
　　　
事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者13名
４．議事概要　
2023年度第4回業界横断EDIタスクフォースは、以下の議事を実施した。
（資料：業界横断2023-4-01第4回業界横断EDIタスクフォース議事次第）

４－１. 第3回業界横断EDIタスクフォース議事録確認
事務局菅又より、第3回業界横断EDIタスクフォース議事録案の説明が行われ、それを確認した。 

（資料：業界横断2023-4-02 第3回業界横断EDIタスクフォース議事録）
４－２．国内DXの動向 
　兼子リーダーより、資料に基づき国内DXの動向につき説明が行われた。
（資料：業界横断2023-4-05 国内DXの動向（非公開））
【説明事項】
主な説明事項は以下の通り。

· データ連携基盤ウラノス
1月22日に開催された「つなぐITコンソーシアム」のWebカンファレンスにおいて、経済産業省の國澤朋久氏（情報経済課課長補佐）よりウラノス・エコシステムの政策展開につき講演が行われた。
· 国としての全体最適を目指し、官民協調による、企業や業界、国境を越えたデータ連携を実現するための取組の総称を「ウラノス・エコシステム」と命名。我が国が目指す最適なデータプラットフォーム構築を推進。
· ウラノス・エコシステムのアーキテクチャはDADCが全体を設計。
· 先行的に商流・金流DX（サプライチェーンデータ連携基盤）、人流・物流DX（４次元時空間情報基盤）に関する取組が進捗。
· サプライチェーンデータ連携基盤につき、特に蓄電池については、欧州電池規則への対応が喫緊の課題であることから、ウラノス・エコシステム先行ケースとして、①蓄電池のカーボンフットプリント、②蓄電池のデュー・ディリジェンスに関する取組を推進。

＊　兼子リーダーとしては、全国中小企業団体中央会と連携して、中小企業共通EDIとの連携について検討を働きかけたい。
· 閣府規制改革推進会議
· デジタル庁が牽引して、地方公共団体におけるアナログ規制の点検・見直しを推進しようとしている。
· その対象として業務類型「契約・取引・決済」が挙げられ、機能を実現するためのテクノロジマップが紹介されている。
＊　兼子リーダーは「契約・取引・決済」に活用できるテクノロジとして、QRコードを追加するよう提言した。
４―３．貿易金融プロジェクト進捗状況
　事務局菅又より、資料に基づき、経済産業省（貿易振興課）より受託した貿易金融デジタル化推進事業の報告が行われた。
（資料：業界横断2023-4-03 貿易金融プロジェクト進捗状況）

【報告事項】
· 2023年度は、貿易プラットフォームによる国際間データ連携のデジタル化を進めるため、金流・商流・物流の情報接点となる信用状等貿易決済（トレードファイナンス）に関わる情報モデル（TFFRDM: Trade Finance Facilitation Reference Data Model）、及び我が国の商社及び貿易プラットフォーマの業務と整合するデータ要件等を国連CEFACTの貿易金融データ交換プロジェクトに提案し、国際貿易手続きに関わる情報交換の世界標準構築に向けた活動を行った。
　　おもな活動成果は次の通りである。
· 国際間データ連携のデジタル化に必要な業務要件の提言
· 国連CEFACT貿易金融データ交換プロジェクトの推進体制構築
· 貿易金融参照データモデルの提案
· 信用状貿易取引の業務要件定義書の提案
· 我が国貿易関連企業の情報要件の国際標準化提案
· 2024年度は、昨年5月に始まった国連CEFACT貿易金融データ交換プロジェクトを通じて、2023年度の成果を踏まえて我が国からの要望を盛り込んだ、国際貿易デジタル化に必要な国際標準仕様の整備を行う。
· 海上貨物保険プロセス策定
· 保険情報モデル策定
· 信用状決済プロセス策定
· 貿易金融参照データモデル策定
· 運輸物流分野の標準化への参画
· 原産地証明プロセスのデジタル化への参画
４－４．日本版SCRDM提案

　川内委員より、資料に基づき日本版SCRDMの構築につき提言が行われた。
（資料：業界横断2023-4-04 日本版SCRDM提案）

【提案内容】
· 異なる業界EDI情報項目のセマンテック（意味）整合手段の提供するため、国際標準参照データモデルを活用して日本版参照データモデル（SCRDM-JP）を構築し、ウラノス・エコシステム共通データモデルとの整合化を図る。また、異なる業界EDIプロバイダ間を連携する共通プラットフォームの提供のため、ウラノス・エコシステム公益プラットフォーム構築を働きかける。
· SCRDM-JPの構築手順。
· 最初にインボイス取引のSCRDM-JP構築から着手

· 続けて注文取引・出荷取引のSCRDM-JPを構築

· 各業界EDI仕様をSCRDM-JP経由で相互に変換するゲートウェイを開発

· SCRDM-JPのウラノス・エコシステム共通データモデルへの適合を推進
【質疑応答】
· ウラノス・エコシステム関係は國澤朋久氏と相談し調整した方が良い。
· 国連CEFACT参照データモデル（RDM）では、ABIE/ASBIE/BBIEの定義等、コアコンポーネント技術仕様（CCTS）やメッセージ構築仕様（CCBDA）に定められていることは、RDM型メッセージでも変更されずに適用される。
· Document Centric型メッセージ（中小企業共通EDI等）で使われているメッセージタイプ（注文、出荷、請求等）ごとのABIE修飾子（CIOH, CIDDH, CII等）は、RDM型メッセージでは共通の修飾子（例えばHeader）が使われることに注意。

４－５．今後の予定
＊第2回技術手法委員会：3月12日
（注）機械振興会館会議室にて対面で開催。
以 上
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